ボランティアに参加の皆様へ

　この度はケアマネージャー・ボランティアに参加いただき、ありがとうございます。

ボランティア活動の注意点については日本介護支援専門員協会『【改訂版】災害対応マニュアル』に詳しく記載しておりますが、改めて今回のボランティアの意識的な部分についてお伝えいたします。

◎主役は津波により被災した要介護・援助者であること。

◎被災地のケアマネージャーのサポート的存在として、常に意識をもつこと。

決してボランティアが主導権を持ち、現地の方々を混乱させてしまうことのないよう、十分注意して

ください。また、現地ケアマネージャー自身、その他のボランティア活動を行っている方々の多くは

被災者自身であることを忘れないでください。

今回のボランティア内容について

宮城県作成『避難所（被災）高齢者アセスメント表』を用いて、各避難所にいる要介護者へのアセスメントを『記入の手引き』に沿って行う。（担当ケアマネージャーいる場合には二人一組になって行う。）

アセスメント実施後はアセスメント表を担当者に渡す。（コピーが取れる場合は一部を持ち帰る）。

避難所では要介護状態の方々へのサービス提供が実施できないどころか、要介護状態の方々を

ピックアップすることすら困難な状況です。

避難所生活をしている高齢者の身体機能の低下による要介護者の増加、廃用性症候群、肺炎な

ど、避難所での死亡者を減らすことも重要な課題となっています。さらに緊急避難はできたものの、

名前しかなく身寄りのない身元不明者についても喫緊に対応していく必要があります。（避難所に

は高齢者リストが作成されていますが、名簿がまわってきても名前が見当たらないといったことも現

実おきているようです。）

そのためにも今回のアセスメントが、今後の高齢者支援対策の手がかりとなるよう、協力していきた

いと考えております。ご理解のほどよろしくお願いいたします。

